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国
際
パ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
非
暴
力
イ
ニ
シ

ャ
テ
ィ
ブ
は
、
２
０
１
６
年
か
ら
非
暴
力
の
精
神
と
実
践
を
現
代

世
界
の
様
々
な
暴
力
の
現
実
に
訴
え
る
働
き
を
続
け
て
い
ま
す
。

行
動
的
な
非
暴
力
と
は
、
単
な
る
平
和
主
義
で
は
な
く
、
生
き
方

で
あ
り
、
霊
性
で
あ
り
、
社
会
変
革
の
た
め
の
積
極
的
で
強
力
な

力
で
あ
り
、国
際
社
会
の
平
和
を
構
築
す
る
具
体
的
な
手
段
で
す
。

そ
れ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
の
尊
厳
、
権
利
、
対
等
の
真
理
に

根
ざ
し
、
暴
力
や
殺
傷
力
を
伴
わ
ず
に
、
暴
力
を
終
わ
ら
せ
、
紛

争
を
変
革
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
弱
者
を
保
護
す
る
た
め
の
手

段
で
す
。
行
動
的
非
暴
力
は
、
正
義
を
実
現
す
る
方
法
で
あ
り
、

創
造
的
な
関
与
と
断
固
と
し
た
抵
抗
に
よ
っ
て
、
勇
気
あ
る
人
々

の
力
を
結
集
し
ま
す
。非
暴
力
は
紛
争
か
ら
逃
れ
る
の
で
は
な
く
、

積
極
的
か
つ
力
強
く
紛
争
に
関
与
し
、
そ
れ
を
変
革
し
ま
す
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
非
暴
力
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
２
０

２
２
年
５
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
訪
問
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
に
お

い
て
非
暴
力
の
抵
抗
を
続
け
て
い
る
人
々
に
出
会
い
、
非
暴
力
の

抵
抗
は
、
実
際
人
々
の
い
の
ち
を
守
り
、
暴
力
を
変
革
す
る
可
能

性
の
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ロ
シ
ア
軍

が
侵
攻
し
て
い
る
場
所
に
お
い
て
、
タ
ン
ク
を
止
め
る
非
暴
力
の

抵
抗
、
捕
虜
の
交
換
の
交
渉
、
避
難
路
の
確
保
の
交
渉
な
ど
に
よ

っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
武
力
に
よ
る
抵
抗
を
展
開
し
て
い
る
場

所
よ
り
も
死
者
、
負
傷
者
の
数
が
遥
か
に
少
な
い
こ
と
が
実
証
さ

れ
て
い
ま
す
。
米
国
平
和
協
会
の
マ
リ
ア
・
ス
テ
フ
ァ
ン
は
、
20

世
紀
の
３
０
０
以
上
の
紛
争
を
調
査
し
、
武
力
に
よ
ら
な
い
紛
争

解
決
が
、
恒
久
的
平
和
を
も
た
ら
す
こ
と
を
実
証
し
て
い
ま
す
。

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
毎
月
祈
り
の
招
き
の
短
い
ビ
デ
オ
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
３
月
30
日
、
傷
つ
い

た
世
界
の
癒
し
の
た
め
に
、
非
暴
力
の
精
神
と
実
践
が
教
会
の
中

心
的
な
使
命
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
非
暴
力
の
文
化
」
の
た
め

に
４
月
の
１
ヶ
月
間
祈
る
よ
う
世
界
中
の
人
々
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。「
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
国
際
関
係
に
お
い
て
も
、
非
暴
力

を
私
た
ち
の
行
動
の
指
針
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
非
暴
力

の
文
化
を
広
め
る
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う
。
非
暴
力
は
、
国
家
と

市
民
が
武
器
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。戦
争
、

武
力
に
よ
る
す
べ
て
の
対
立
は
、
常
に
敗
北
に
終
り
ま
す
。
暴
力

な
し
に
生
き
る
こ
と
、
話
す
こ
と
、
行
動
す
る
こ
と
は
、
何
か
を

放
棄
し
た
り
、失
っ
た
り
、あ
き
ら
め
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

全
て
に
対
し
て
明
確
な
意
思
を
持
つ
こ
と
で
す
。
非
暴
力
は
、
日

常
生
活
に
お
い
て
も
、
国
際
関
係
に
お
い
て
も
、
私
た
ち
の
行
動

の
指
針
と
な
り
ま
す
」

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ス
ー
ダ
ン
、
銃
に
よ
る
市
民
に

対
す
る
無
差
別
の
殺
戮
の
現
実
に
対
し
て
、
信
仰
に
基
づ
く
宗
教

者
の
非
暴
力
の
決
意
と
行
動
が
、
さ
ら
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

合
掌

「非暴力の招き」

WCRP日本 委員会
人身取引防止タスク
フ ォ ー ス メ ン バ ー
ベ リ ス・ メ ル セ ス
宣 教 修 道 女 会 会 員

弘田しずえ
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2023・６・20

「
宗
教
者
に
よ
る
祈
り
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
提
言
書
を
採
択

　
「
宗
教
者
に
よ
る
祈
り
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
５

月
10
日
、
広
島
市
の
カ
ト
リ
ッ
ク
幟
町
教
会
・
世

界
平
和
記
念
聖
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
同

市
で
５
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
主
要

７
カ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
）
を
前

に
、
平
和
な
世
界
に
向
け
て
祈
り
、
宗
教
者
の
役

割
と
行
動
を
再
確
認
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す

る
も
の
。
会
場
に
は
約
２
０
０
人
が
集
ま
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
を
通
じ
て
11
カ
国
か
ら
約
３
０
０

人
が
参
加
し
た
。

　

第
１
部
の
「
宗
教
者
に
よ
る
祈
り
」
で
は
、
中

村
憲
一
郎
師
（
立
正
佼
成
会
参
務
）
の
開
会
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
森
重
昭
さ
ん
（
浄
土
真
宗
門
徒
）

が
被
爆
体
験

を
証
言
し
た
。

　

森
さ
ん
は

９
歳
の
と

き
、
爆
心
地

か
ら
２
・
５

キ
ロ
の
橋
の

上
で
被
爆
。

２
人
の
友
人

の
陰
に
な
っ

た
こ
と
や
川

の
中
に
吹
き

飛
ば
さ
れ
た
こ
と
で
、
や
け
ど
を
負
わ
ず
に
す
ん

だ
。
し
か
し
、
上
空
で
Ｂ
29
の
爆
音
が
聞
こ
え
た

た
め
、
道
で
倒
れ
て
い
る
人
や
助
け
を
呼
ぶ
声
を

無
視
し
て
泣
き
な
が
ら
逃
げ
た
。
森
さ
ん
は
、
当

時
の
地
獄
絵
図
の
よ
う
な
市
街
の
様
相
を
語
る
一

方
、
同
市
内
で
被
爆
し
た
米
兵
捕
虜
に
つ
い
て
調

べ
、
米
国
で
遺
族
に
そ
の
事
実
を
伝
え
る
活
動
に

つ
い
て
の
体
験
を
語
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ

ス
ラ
ー
ム
、
新
宗
教
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
宗
教
青

年
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｙ
Ｎ
）
の
代
表
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
平
和
の
祈
り
を
捧
げ
、
最
後
に
参
加

者
全
員
で
黙
と
う
し
た
。

　

第
２
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
戸
松
義
晴
理

事
長
（
浄
土
宗
心
光
院
住
職
）
が
開
会
あ
い
さ
つ

を
述
べ
、
三
宅
善
信
理
事
（
金
光
教
春
日
丘
教
会

教
会
長
）
を

モ
デ
レ
ー

タ
ー
に
、
７

人
が
発
題
を

行
っ
た
。

　

最
初
に
登

壇
し
た
平
和

研
究
所
の
西

原
廉
太
副
所

長
（
立
教
大

学
総
長
）は
、

２
０
０
６
年

か
ら
16
年
間
、
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
会
の
協
議
体
で

あ
る
世
界
教
会
協
議
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
の
中
央
委
員

を
担
っ
て
き
た
経
緯
か
ら
、
Ｗ
Ｃ
Ｃ
の
「
核
」
に

反
対
す
る
第
一
義
的
根
拠
は
、「
そ
れ
が
健
康
と
人

道
と
環
境
に
つ
い
て
懸
念
を
生
む
か
ら
で
あ
り
、

軍
事
的
で
あ
れ
、
民
生
用
で
あ
れ
、
核
の
技
術
は

自
然
界
に
存
在
し
な
い
有
毒
の
元
素
を
大
量
に
生

み
出
し
、
同
時
に
世
界
で
最
悪
の
環
境
汚
染
を
引

き
起
こ
す
か
ら
だ
」
と
述
べ
、
核
産
業
に
つ
い
て

「
安
全
」と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
と

指
摘
。
そ
し
て
「
地
球
温
暖
化
防
止
、
カ
ー
ボ
ン

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
め

ぐ
る
議
論
の
中
で
、原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
容
認
、

も
し
く
は
積
極
的
受
容
と
い
っ
た
声
が
散
見
さ
れ

る
こ
と
に
大
き
な
危
惧
を
抱
く
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
つ

い
て
も
言
及
。「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
、
い
ま
こ
の
と
き

も
尊
い
い
の
ち
が
奪
わ
れ
、
核
の
脅
威
が
格
段
に

高
ま
っ
て
い
る
現
下
で
、
私
た
ち
は
『
死
』
で
は

な
く
、
い
ま
こ
そ
『
い
の
ち
』
を
選
ぶ
よ
う
に
と

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
争
と
暴
力
、
死

と
核
の
恐
怖
か
ら
脱
出
す
る
、『
正
義
と
平
和
、
い

の
ち
』
の
道
を
選
び
、
共
に
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
畠
山
澄
子
共
同
代

表
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｙ
Ｎ
の
レ
ン
ツ
・
ア
ル
ガ
オ
議
長
、

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
４
ｔ
ｈ
ｅ 

Ｐ
ａ
ｃ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ
の
ベ
テ

第１部「平和に向けての宗教者による祈り」

第２部「G7広島サミットに向けてのシンポジウム」
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ィ
・
ラ
キ
ュ
ー
レ
代
表
、
中
国
新
聞
社
の
宮
㟢
智

三
特
別
論
説
委
員
、
カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
の

白
浜
満
教
区
長
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
西
善
寺
の

小
武
正
教
住
職
が
各
々
の
分
野
の
立
場
か
ら
平
和

へ
向
け
た
意
見
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
提
言
と
し
て
「
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に

向
け
た
宗
教
者
提
言
～
『
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
』
が
導

く
持
続
可
能
な
平
和
を
め
ざ
し
て
～
」
が
、
Ａ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
の
神
谷
昌
道
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
モ
デ

レ
ー
タ
ー
の
も
と
、
円
応
教
智
章
・
海
外
布
教
セ

ン
タ
ー
の
深
田
章
子
所
長
が
読
み
上
げ
、
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
田
中
庸
仁
理
事
（
真
生
会
会
長
）
が

閉
会
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

な
お
、
黒
住
教
婦
人
会
の
黒
住
昭
子
会
長
が
総

合
司
会
を
務
め
た
。

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
宗
教
者
提
言

～
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」が
導
く
持
続
可
能
な
平
和
を
め
ざ
し
て
～

　

78
年
前
、
１
発
の
原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
広
島
の
街
は
廃
墟

と
化
し
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
無
辜
の
人
々
が
犠
牲
に
な
っ

た
。
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
「
安
ら
か
に
眠

っ
て
下
さ
い　

過
ち
は
繰
り
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」
と
の
碑
文

は
、
す
べ
て
の
人
び
と
が
原
爆
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
、
戦

争
と
い
う
過
ち
を
再
び
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓
う
も
の
で

あ
る
。
同
時
に
、
過
去
の
悲
し
み
に
耐
え
、
憎
し
み
を
乗
り

越
え
、
全
人
類
の
共
存
と
繁
栄
を
願
い
、
真
の
世
界
平
和
の

実
現
を
祈
念
す
る
と
い
う
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
を
現
し
て
い

る
。

　

２
０
２
３
年
５
月
10
日
、
私
た
ち
宗
教
者
は
、
被
爆
者
や

各
国
の
平
和
を
希
求
す
る
市
民
社
会
の
代
表
者
と
と
も
に
、

広
島
の
原
爆
爆
心
地
か
ら
１
・
２
㎞
に
あ
る
世
界
平
和
記
念

聖
堂
に
集
い
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
、
私
た
ち
の

提
言
を
表
明
す
る
「
宗
教
者
に
よ
る
祈
り
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
た
。

　

ま
ず
も
っ
て
私
た
ち
は
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
広
島
で
開
催

さ
れ
る
に
際
し
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
指
導
者
に
、
こ
の

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
の
真
意
を
深
く
胸
に
刻
ん
で
サ
ミ
ッ
ト
に

臨
む
よ
う
、
心
か
ら
切
望
す
る
。
こ
れ
を
除
い
て
は
、
い
か

な
る
有
益
な
会
合
も
な
し
得
な
い
。
ゆ
え
に
、「
ヒ
ロ
シ
マ
の

心
」
を
国
際
政
治
の
場
に
お
い
て
、
着
実
に
具
現
化
す
る
こ

と
を
強
く
要
請
す
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
平
均
年
齢
84
歳
を
超
え
、
心
身
に
深
い
傷

を
負
い
な
が
ら
「
再
び
被
爆
者
を
つ
く
ら
な
い
」「
戦
争
を
や

っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
信
念
で
、
人
道
主
義
に
も
と
づ

い
た
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
、「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
の
実
現
に
身

を
挺
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
被
爆
者
の
声
に
、
真
摯
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

現
在
、
国
際
社
会
に
は
戦
争
や
紛
争
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
暴
力
が
蔓
延
し
、
深
刻
な
問
題
が
頻
発
し
て
い
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
過
剰
な
自
国
中
心
主
義
が
あ
り
、
自
分
の

国
さ
え
良
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
そ
の
考
え
が
、
独
善
的
で
排

他
的
な
風
潮
を
国
際
社
会
に
増
長
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
行
き
過
ぎ
た
利
益
追
求
が
世
界
に
過
去
最
大
の
経
済

格
差
を
生
み
出
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
貧
困
を
慢
性
化

さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
人
類
の
生
存
の
た
め
の
大
切
な

資
源
が
浪
費
さ
れ
、
気
候
変
動
も
加
速
度
的
に
悪
化
し
て
お

り
、
地
球
と
人
類
の
持
続
可
能
性
へ
の
筋
道
を
立
て
る
こ
と

を
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
世
界
情
勢
に
お
い
て
、
私
た
ち
宗
教
者
は
、
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
参
加
国
指
導
者
と
と
も
に
、
将
来
の
地
球
社
会
の
平

和
と
持
続
可
能
な
世
界
の
実
現
に
対
す
る
責
務
を
果
た
す
決

意
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
２
０
１
９
年
ド
イ
ツ
・
リ
ン
ダ
ウ

市
で
開
か
れ
た
第
10
回
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
世
界
大
会
で
、
世
界
の
宗

教
者
と
共
有
し
た
「
他
者
と
自
己
の
幸
福
は
本
質
的
に
共
有

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
」、
す
べ
て
の
人
々
が
「
つ
な
が
り
あ
う

い
の
ち
」
で
存
在
し
て
い
る
と
い
う
信
念
を
、
改
め
て
確
固

た
る
も
の
と
す
る
。
そ
れ
は
、「
人
の
生
命
を
救
う
者
は
、
全

人
類
の
生
命
を
救
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
る（
ク
ル
ア
ー
ン
）」、

「
人
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
は
何
で
も
、
あ
な
た
が

た
も
人
に
し
な
さ
い
（
新
約
聖
書
）」、
さ
ら
に
「
怨
み
に
報

い
る
に
怨
み
を
以
て
し
た
な
ら
ば
、
つ
い
に
怨
み
の
息
む
こ

と
が
な
い
。
怨
み
を
捨
て
て
こ
そ
息
む
（
法
句
経
）」
な
ど
、

多
く
の
宗
教
に
共
通
し
て
歴
史
的
に
語
り
継
が
れ
て
き
た
信

念
で
あ
る
。

　

こ
の
信
念
に
も
と
づ
き
、
こ
こ
に
、
地
球
と
人
類
の
持
続

可
能
性
に
向
け
て
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
に
対
す
る
私
た

ち
の
切
な
る
提
言
を
、
以
下
の
通
り
表
明
す
る
。

提
言
１
：
分
断
か
ら
和
解
、
対
立
か
ら
対
話
へ

現
在
、
国
際
社
会
は
戦
争
や
紛
争
に
よ
っ
て
多
く
の
対
立
、

分
断
が
起
き
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
は
じ
め
、
世
界

は
敵
と
味
方
に
分
か
れ
る
こ
と
に
よ
る
強
い
相
互
不
信
が
は

び
こ
っ
て
い
る
。
戦
争
助
長
や
敵
国
攻
撃
と
い
っ
た
好
戦
的

な
姿
勢
は
、
暴
力
の
増
大
を
促
し
、
よ
り
多
く
の
悲
劇
を
生

じ
さ
せ
る
。
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
は
率
先
し
て
、
戦
争
終

結
に
向
け
、
分
断
か
ら
和
解
へ
、
対
立
か
ら
対
話
へ
の
発
信

と
実
践
を
強
く
す
る
こ
と
。

提
言
２
：
核
戦
争
回
避
と
核
兵
器
廃
絶

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
っ
て
核
兵
器
使
用
の
リ
ス
ク
が
高
ま

っ
て
い
る
今
、
核
兵
器
使
用
が
全
人
類
、
全
生
態
系
の
壊
滅

を
導
く
と
い
う
危
機
感
を
強
く
示
し
、
い
か
な
る
場
合
で
あ

っ
て
も
核
兵
器
使
用
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

繰
り
返
し
発
出
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
広
島
、
長
崎
を
は
じ
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め
と
す
る
被
爆
者
が
訴
え
る
よ
う
に
、
何
よ
り
も
約
１
万
３

０
０
０
発
も
の
核
弾
頭
が
地
球
上
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
自

体
が
問
題
で
あ
る
。
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
は
、
早
急
に
核

兵
器
を
廃
絶
す
る
意
思
を
表
明
し
、
そ
の
た
め
の
法
的
措
置

を
と
も
な
う
具
体
的
な
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

提
言
３
：
地
球
の
持
続
可
能
性
へ
の
責
任

国
連
は
、
早
け
れ
ば
２
０
３
０
年
に
は
世
界
の
平
均
気
温
が

産
業
革
命
前
よ
り
も
１
・
５
度
上
昇
す
る
と
警
告
を
発
し
て

い
る
。
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
は
、
現
状
の
気
候
変
動
対
策

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
今
世
紀
半
ば
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
パ
リ
協
定
遵

守
へ
の
強
い
意
思
を
再
確
認
し
、
各
国
に
お
い
て
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
時
期
を
よ
り
早
め
た
法
的
基
盤
を
設

け
る
こ
と
。

提
言
４
：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
責
任

今
年
は
、２
０
３
０
年
ま
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
間
年
で
あ
る
。

世
界
全
体
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
度
は
、
こ
こ
数
年
の
間
に
減
少

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
る
、
食
糧
安
全
保
障

の
脆
弱
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
な
ど
が
原
因
で
あ

る
。
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
参
加
各
国
は
、改
め
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
、

人
類
の
生
き
残
り
を
か
け
た
サ
バ
イ
バ
ル
目
標
に
ほ
か
な
ら

な
い
最
優
先
課
題
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
に
必
ず
や
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。
特
に
議
長

国
日
本
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
国
籍
な
ど
に
よ
る
差
別
状
況
の

改
善
の
達
成
度
は
低
い
と
さ
れ
て
い
る
。
早
急
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

対
策
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

提
言
５
：
極
端
な
経
済
格
差
の
是
正

約
２
０
０
０
人
の
裕
福
な
人
々
が
持
つ
富
は
、
貧
困
層
に
属

す
る
46
億
人
の
富
の
合
計
よ
り
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
異
常

と
も
言
え
る
経
済
格
差
は
、
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
産

業
構
造
の
変
化
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ま
す
ま
す
広
が
っ
て

い
る
。
富
裕
層
は
富
む
一
方
で
、
貧
困
層
は
ま
す
ま
す
困
窮

し
て
お
り
、格
差
の
負
の
連
鎖
が
強
ま
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
、

一
人
ひ
と
り
の
人
間
の
尊
厳
を
堅
固
に
守
る
「
人
間
の
安
全

保
障
」
の
観
点
か
ら
、
こ
の
非
倫
理
的
な
状
況
の
改
善
に
向

け
て
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
は
、
経
済
活
動
に
お
け
る
適

正
分
配
に
配
慮
し
、
所
得
や
資
産
の
不
平
等
の
減
少
に
責
任

を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。

提
言
６
：
信
教
の
自
由
の
堅
持

２
０
１
９
年
、
世
界
人
口
の
79
％
が
、
宗
教
ま
た
は
信
教
の

自
由
に
対
す
る
深
刻
な
侵
害
が
存
在
し
て
い
る
国
に
住
ん
で

い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
宗
教
に
関
わ
る
暴

力
や
差
別
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
す
べ

て
の
基
本
的
人
権
の
基
礎
で
あ
る
信
教
の
自
由
は
、
何
よ
り

も
優
先
さ
れ
る
べ
き
権
利
で
あ
る
。
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国

は
、
権
威
主
義
的
な
国
家
が
増
え
る
昨
今
の
国
際
社
会
の
中

で
、
信
教
の
自
由
が
脅
か
さ
れ
る
現
状
を
注
視
し
、
こ
の
自

由
を
堅
持
す
る
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ
る
こ
と
。

私
た
ち
宗
教
者
は
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
、
真
に
地
球
と

人
類
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
有
益
な
契
機
と
な
る
よ
う
、

心
か
ら
祈
り
を
捧
げ
、
か
つ
私
た
ち
自
身
の
平
和
に
対
す
る

責
務
を
果
た
す
べ
く
、
た
ゆ
ま
ず
行
動
す
る
と
の
誓
い
を
新

た
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

２
０
２
３
年
５
月
10
日

 （
公
財
）
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員
会

提
言
書
を
岸
田
首
相
に
提
出

　
「
宗
教
者
に
よ
る
祈
り
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
採

択
さ
れ
た
「
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
宗
教

者
提
言
」
を
５
月
15
日
、
岸
田
文
雄
首
相
に
提
出

し
た
。

　

こ
の
日
、
首
相
官
邸
を
訪
れ
た
戸
松
義
晴
理
事

長
（
浄
土
宗
心
光
院
住
職
）、
宍
野
史
生
特
別
会
員

（
日
本
宗
教
連
盟
理
事
長
・
神
道
扶
桑
教
管
長
）、

田
中
恆
清
評
議
員
（
神
社
本
庁
総
長
・
石
清
水
八

幡
宮
宮
司
）、
庭
野
光
祥
理
事
（
立
正
佼
成
会
次
代

会
長
）、
宮
本
惠
司
顧
問
（
妙
智
會
教
団
法
嗣
）、

河
田
尚
子
女
性
部
会
副
部
会
長
（
ア
ル
・
ア
マ
ー

ナ
代
表
）、
黒
住
宗
道
理
事
（
黒
住
教
教
主
）、
白

浜
満
カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
教
区
長
、
篠
原
祥

哲
事
務
局
長
が
、
岸
田
首
相
に
面
会
し
、
提
言
書

を
手
渡
し
た
。

　

席
上
、
戸
松
理
事

長
が
提
言
書
の
内
容

を
岸
田
総
理
に
説

明
。
提
言
書
を
受
け

取
っ
た
岸
田
首
相

は
、
戦
争
被
爆
地
の

広
島
で
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
る
意

義
を
述
べ
た
あ
と
、

「
核
兵
器
の
な
い
世

界
を
目
指
す
機
運
を

再
び
盛
り
上
げ
る
き

っ
か
け
に
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

首相官邸にて
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「
青
年
部
会
発
足
50
周
年
記
念
行
事
」
を

京
都
で
開
催

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
「
青
年
部
会
発
足
50

周
年
記
念
行
事
」
が
５
月
13
日
、
京
都
市
の
天
台

宗
蓮
華
王
院
三
十
三
間
堂
、
立
正
佼
成
会
京
都
教

会
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
諸
宗
教
青
年
交
流
・

協
力
の
礎
を
築
い
て
き
た
歴
代
の
青
年
部
会
幹
事

長
を
は
じ
め
、
宗
教
青
年
ら
約
３
５
０
人
が
集
っ

た
。
会
場
の
様
子
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
同
時
配
信
さ

れ
た
。

　

青
年
部
会
は
１
９
７
３
年
、
世
界
平
和
へ
の
貢

献
を
目
的
に
「
出
会
い
・
啓
発
・
実
践
」
を
活
動

方
針
と
し
て

発
足
。以
来
、

サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
や
公
開

学
習
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な

諸
宗
教
青
年

交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
展
開

し
て
き
た
。

　

第
１
部
の

「
祈
り
の
集

い
」
は
、
三

十
三
間
堂
本

堂
で
杉
谷
義

恭
幹
事
長

（
天
台
宗
国

際
平
和
宗
教

協
力
協
会
専

門
委
員
）
を

導
師
に
天
台

宗
の
様
式
で

読
経
供
養
が

行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
諸

宗
教
指
導
者

や
ア
ジ
ア
太

平
洋
諸
宗
教

青
年
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｙ
Ｎ
）

の
代
表
、
青

年
部
会
幹
事

に
よ
る
献
花

の
後
、
参
加

者
全
員
で
黙

と
う
し
、
世

界
平
和
と
人

類
和
合
を
祈

念
し
た
。
集

い
の
最
後
に

は
、
日
本
委

員
会
の
杉
谷

義
純
評
議
員

（
天
台
宗
妙

法
院
門
跡
門

主
）
が
あ
い

さ
つ
に
立
っ

た
。

　

第
２
部
の
「
記
念
式
典
」
は
会
場
を
立
正
佼
成

会
京
都
教
会
へ
移
し
て
開
催
さ
れ
た
。
主
催
者
あ

い
さ
つ
と
し
て
杉
谷
幹
事
長
が
登
壇
し
、「
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
社
会
の
中
で
対
応
で
き
る
俊
敏

さ
と
感
性
を
持
っ
て
い
る
の
が
青
年
」
と
語
り
、

青
年
の
役
割
を
強
調
し
た
。
次
い
で
、
こ
れ
ま
で

の
青
年
部
会
の
諸
活
動
を
振
り
返
る
映
像
「
50
年

の
歩
み
」
が
上
映
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
戸
松
義
晴
理
事
長
（
浄
土
宗
心
光
院

住
職
）、青
年
部
会
第
５
代
幹
事
長
の
三
宅
光
雄
評

議
員
（
金
光
教
泉
尾
教
会
教
会
長
）、
日
本
ユ
ニ
セ

フ
協
会
の
早
水
研
専
務
理
事
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｙ
Ｎ
の
レ

ン
ツ
・
ア
ル
ガ
オ
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

出会いと再会に笑顔がこぼれる

1000体の観音様に見守られながら 「祈りの集い」の様子

記念式典の様子
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第
３
部
の

「
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」で
は
、

弓
矢
八
幡
の

林
丈
嗣
教
主

ら
８
人
に
よ

る
「
女
ひ
と

り
」
の
演
奏

に
合
わ
せ

て
、
第
７
代

幹
事
長
を
務
め
た
小
堀
光
實
参
与
（
天
台
宗
三
千

院
門
跡
門
主
）
が
登
壇
し
、『
本
音
を
語
れ
る
出
会

い
は
自
他
を
育
て
る
』
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を

行
っ
た
。

　

小
堀
師
は
ま
ず
幹
事
長
時
代
の
体
験
に
つ
い
て

語
り
、「
縁
や
出
会
い
の
き
っ
か
け
は
、
い
ろ
い
ろ

な
チ
ャ
ン
ス
を
含
ん
で
い
る
が
、
折
々
の
出
会
い

で
得
た
も
の
を
自
分
が
目
指
す
目
的
へ
と
近
づ
け

て
い
く
こ
と
を
青
年
部
会
で
学
ん
だ
」
と
当
時
を

振
り
返
っ
た
。
ま
た
、「
宗
教
は
心
を
支
え
る
一
本

の
杖
」
と
明
示
し
、「
杖
に
は
一
本
一
本
特
徴
が
あ

り
、
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
選
ん
で
い
く
こ
と
が

宗
教
者
の
姿
勢
で
あ
る
が
、
強
制
的
に
『
杖
を
使

わ
な
い
と
不
幸
に
な
る
』
と
押
し
付
け
る
よ
う
な

態
度
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
に
対
す

る
信
頼
が
揺
ら
い
で
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
そ
し

て
、
参
集
す
る
青
年
へ
向
け
、
宗
教
者
と
し
て
の

使
命
感
を
自
覚
し
て
ほ
し
い
と
語
り
か
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
「
杖
」
の
魅
力
を
共
有
す
る
機
会
が
青
年

部
会
で
の
「
出
会
い
・
啓
発
・
実
践
」
で
あ
る
と

激
励
し
た
。

　

そ
の
後
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
村
上
泰
教
幹

事（
石
鎚
山
真
言
宗
総
本
山
極
楽
寺
教
学
部
長
）、

鷲
尾
龍
華
幹
事
（
東
寺
真
言
宗
大
本
山
石
山
寺
座

主
）
が
務
め
、
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
を
使
用
し
、
参
加

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
や
意
見
を
紹
介
す
る
と

同
時
に
、
対
話
型
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）「
チ
ャ
ッ
ト

Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
を

活
用
し
て
宗

教
者
の
役
割

や
戦
争
を
な

く
す
に
は
ど

う
す
べ
き
か

な
ど
に
つ
い

て
語
り
合
っ

た
。

　

最
後
に
、

大
西
英
玄
副

幹
事
長
（
北

法
相
宗
音
羽
山
清
水
寺
成
就
院
住
職
）
が
閉
会
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

な
お
、
日
比
洸
紹
幹
事
（
曹
洞
宗
禅
林
寺
副
住

職
・
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
）、
八
坂

親
准
幹
事
（
中
山
身
語
正
宗
青
年
本
部
長
）
が
総

合
司
会
を
務
め
た
。

　

発
足
50
周
年
を
期
し
た
今
回
の
行
事
は
こ
れ
ま

で
の
青
年
部
会
の
礎
を
築
い
て
き
た
諸
先
達
と
青

年
が
互
い
に
交
流
し
、
世
界
平
和
の
実
現
に
向
け

て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
る
機
会
と
な
っ
た
。

小堀参与

パネルトークの様子

三十三間堂（上）と京都教会（下）での集合写真
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人
身
取
引
防
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
主
催

学
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
『
宗
教
者
と
し
て
、い
の
ち
の
尊
厳
に
つ
い
て
考

え
る
～
国
際
人
権
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
人
身

取
引
防
止
を
目
指
し
て
』
を
テ
ー
マ
に
、
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

宗
教
者
と
し
て
、
つ
な
が
り
あ
う
尊
い
「
い
の

ち
」
に
気
づ
き
、
人
身
取
引
防
止
の
た
め
私
た
ち

に
何
が
で
き
る
か
を
共
に
考
え
ま
す
。

〇
日
時
：
７
月
１
日

〇
場
所
：
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
開
催

※ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
及
び
参
加
方
法
は
、
Ｗ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

和
解
の
教
育
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
主
催

学
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
『
戦
争
か
ら
和
解
と
平
和
の
プ
ロ
セ
ス
へ
―
私

た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
』
を
テ
ー
マ
に
、
学
習

W
C
R
P
6
月
20
日
号
令
和
五
年
六
月
二
十
日
発
行
（
毎
月
一
回
二
十
日
発
行
）

第
五
二
四
号
発
行
人
・
戸
松
義
晴

発
行
所
・
公
益
財
団
法
人 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

〒
一
六
六–

八
五
三
一　

東
京
都
杉
並
区
和
田
二–

七–

一
（
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
〇
三
）
三
三
八
四–

二
三
三
七　

HP

：ww
w
.w
crp.or.jp　

E-m
ail

：rfpj-info@
w
crp.or.jp

（　
　
　
　
　

   

）

頒
価
一
〇
〇
円
一
年
分
一
、〇
〇
〇
円  （
送
共
）

賛
助
会
員
の
購
読
料
に
つ
い
て
は
、

会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。　

 　
　
　

　

時
差
で
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
入
る
時
間
を
間
違
え
た
り
、

準
備
や
資
料
の
発
送
な
ど
が
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
。
で
も
、
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
て
滑
り

込
み
セ
ー
フ
で
乗
り
越
え
ら
れ
た
５
月
で
し
た
。

《
６
月
》

２
日　

 

第
44
回
理
事
会
（
東
京
・
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京

カ
テ
ド
ラ
ル
関
口
会
館
／
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

20
日　

 

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
１
回
会
合

（
岐
阜
・
真
生
会
／
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

23
日　

 

第
26
回
評
議
員
会
（
奈
良
・
東
大
寺
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
／
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

26
日　

 

ス
ト
ッ
プ
！
核
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
２

回
会
合
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

27
日　

 

平
和
研
究
所
第
３
回
所
員
会
議
・
研
究
会
（
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
）

�

掲
載
内
容
の
無
断
転
載
を
禁
ず
。

走
込
（
セ
ー
フ
）

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* -*-*-

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --*

-*-*-
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
活
動

今
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
新
熟
語

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
局
が
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を

漢
字
２
文
字
で
表
し
、
新
し
い
熟
語
を
作
り
ま
す
。

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
っ
て

か
ら
16
カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
戦
争
は
何
を

も
た
ら
し
、
ど
こ
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中

の
紛
争
に
よ
っ
て
傷
つ
い
た
「
い
の
ち
」
に
つ
い

て
考
え
な
が
ら
、
平
和
と
和
解
へ
の
プ
ロ
セ
ス
に

つ
い
て
学
び
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え

ま
す
。

〇
日
時
：
７
月
22
～
23
日

〇
場
所
： 

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
（
東
京
・
渋
谷
）

※ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
及
び
参
加
方
法
は
、
Ｗ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。


